
　
地
域
に
密
着
し
、
強
い
使
命
感

と
郷
土
愛
で
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

【
組
織
】

　
飛
騨
市
消
防
団
は
古
川
、
河

合
、
宮
川
、
神
岡
の
４
方
面
隊
で

構
成
さ
れ
、
方
面
隊
ご
と
に
分

団
・
部
が
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
分
団
は
、
女
性
の
み
で
構
成
さ

れ
る
女
性
分
団
や
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
を
操
作
す
る
自
動
車
分
団
な

ど
、
地
域
や
機
能
に
応
じ
て
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
団
員
数
】

　
飛
騨
市
消
防
団
に
は
消
防
団
員

と
災
害
支
援
団
員
（
災
害
時
に
限

り
活
動
し
、
退
職
し
た
消
防
職
員

や
消
防
団
O
B
が
加
入
）
が
所
属

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
、
飛

騨
市
消
防
団
に
は
８
６
０
人
（
内

訳
：
消
防
団
員
７
１
８
人
、
災
害

支
援
団
員
１
４
２
人
）
が
所
属
し

て
い
ま
す
。

避難者を誘導する消防団員

入退団式

出初式での行進年末夜警

　
皆
さ
ん
の
身
近
な
存
在
で
あ
る

消
防
団
。
普
段
は
仕
事
に
従
事
す

る
な
ど
日
常
生
活
を
送
り
な
が

ら
、
災
害
時
に
は
消
防
活
動
を
行

い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
そ
ん
な
消
防
団

の
紹
介
や
、
先
月
に
行
わ
れ
た
飛

騨
市
消
防
操
法
大
会
の
様
子
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

【
活
動
内
容
】

▼
火
災
発
生
時
…
消
火
活
動
や
残

火
処
理
、
後
方
支
援
　
な
ど

▼
台
風
な
ど
の
災
害
時
…
救
助
・

救
出
活
動
、
警
戒
巡
視
、
避
難
誘

導
、
行
方
不
明
者
の
捜
索
　
な
ど

▼
普
段
は
…
消
火
訓
練
や
火
災
予

防
、
地
区
の
巡
回
、
年
末
特
別
夜

警
、
出
初
式
、
催
事
な
ど
の
警
戒

な
ど

消防団の夏を追う―飛騨市消防操法大会
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【
飛
騨
市
消
防
操
法
大
会
】

　
消
防
団
の
技
術
向
上
と
士
気
の

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
飛

騨
市
消
防
操
法
大
会
が
６
月
11
日

（
日
）
に
神
岡
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
市
内
か
ら
６
チ
ー
ム

が
参
加
。
ポ
ン
プ
車
か
ら
ホ
ー
ス

を
つ
な
い
で
放
水
し
、
火
点
を
倒

す
ま
で
の
タ
イ
ム
や
操
作
の
正
確

性
、
規
律
な
ど
を
競
い
ま
し
た
。

【
県
大
会
に
向
け
て
】

　
市
大
会
で
優
勝
し
た
神
岡
方
面

隊
第
３
分
団
２
部
は
、
８
月
６
日

に
瑞
穂
市
で
開
催
さ
れ
る
「
消
防

感
謝
祭
」
第
66
回
岐
阜
県
消
防
操

法
大
会
に
飛
騨
市
代
表
と
し
て
出

場
し
ま
す
。

【
出
場
選
手
】
（
敬
称
略
）

指
揮
者
：
古
田
　
将
輝

１
番
員
：
平
山
　
敦
浩

２
番
員
：
中
田
　
英
治

３
番
員
：
田
中
　
圭
介

４
番
員
：
大
空
　
幸
晴

補
助
員
：
橋
爪
　
秀
幸

　
現
在
、
県
大
会
に
向
け
て
練
習

に
打
ち
込
む
皆
さ
ん
に
意
気
込
み

を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　
「
飛
騨
市
の
代
表
と
し
て
出
場

す
る
の
で
、
自
信
を
持
っ
て
操
法

を
披
露
し
た
い
。
基
準
タ
イ
ム
を

切
り
、
上
位
入
賞
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
同
部
は
過
去
に
も
出

場
経
験
が
あ
る
の
で
、
そ
の
時
の

結
果
を
超
え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

【入団条件】
①居住地または勤務地が市内であること
②18歳以上で心身ともに健康であること

消防団には皆さんの力が必要です。
自分のため、大切な人のため、
そして自分が住んでいる地域のために、消防団に入団してみませんか？

　
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

優
　
勝
：
神
岡
方
面
隊
第
３
分
団
２
部

準
優
勝
：
古
川
方
面
隊
自
動
車
分
団

第
3
位
：
神
岡
方
面
隊
第
2
分
団
1
部

優
秀
選
手
賞

指
揮
者
：
田
家
　
祐
雄
（
神
岡
方
面
隊
　
第
2
分
団
1
部
）
　

1
番
員
：
島
　
　
俊
雄
（
古
川
方
面
隊
　
自
動
車
分
団
）

2
番
員
：
中
田
　
英
治
（
神
岡
方
面
隊
　
第
3
分
団
2
部
）
　

3
番
員
：
田
中
　
圭
介
（
神
岡
方
面
隊
　
第
3
分
団
2
部
）
　

4
番
員
：
板
橋
　
茂
穂
（
古
川
方
面
隊
　
自
動
車
分
団
）

飛騨市消防団　団員募集中！

３ 2017年７月号

消防本部総務課 0577-73-6198

題
ろいろい

話のちま

22

高野千本桜夢公園で記念植樹
６月４日（日）　古川町高野

未来への夢を込めて

防除作業の様子

在来種の生態系を守る
６月15日（木）　吉城高校

特定外来生物の防除作業を実施

　特定外来生物である「オオキンケイギク」の防除活動が、
吉城高校で行われました。この活動は、２年前から行われて
おり、今回で３回目です。
　この日は同校２年生や学校職員、市職員などが参加しまし
た。市職員からオオキンケイギクなどの外来生物・特定外来
生物について説明が行われた後、参加者は同校駐車場の法
面での作業に汗を流しました。生徒らは、スコップを使い、
オオキンケイギクを根元から引き抜き、駆除を行いました。
この日の防除数量は140㌔でした。

記念植樹を行った皆さん

　高野千本桜夢公園整備委員会は、古川町高野地内の旧古
川スキー場跡で記念植樹を行いました。
　この日は、同委員会メンバーを中心に市民や木に携わる関
係者ら約50人が参加し、高さ約４㍍のヤマサザクラ30本を
植樹しました。
　同委員長の岡田さんは「400本を植樹し15年経過したが、
今後も大事に桜を育てながら、親子が集える森にしたい」と
話し、都竹市長は「今日植樹した30本は千本に至る第一歩。
未来への夢を込めて植樹させていただき、市としても一緒に
頑張っていきます」と話しました。

茂住さんから書が寄贈されました
６月13日（火）　教育長室

数々の受賞経験を持つ書のエキスパート

茂住さん（右）と書を持つ山本教育長

　古川町出身の茂住菁邨さん（本名：修身）が、市役所へ書
を寄贈されました。
　茂住さんは、大学卒業後に総理府（現内閣府）に入府し、
大臣官房人事課辞令専門官などを歴任され、官記辞令や従
四位以上の位記、国民栄誉賞の題字や賞状などを書かれま
した。また、市美術館・飛騨の山樵館の看板や、斐太高校の
校歌なども書かれています。現在は定年退職され、同職に辞
令専門職として再任用されています。
　この書には人の長生きを祝う「千秋萬歳」という言葉が書
かれています。

土器作りを行う園児

昔の人の暮らしを学ぶ
６月16日（金）　宮城保育園

縄文時代の土器作りに挑戦

　宮城保育園の年長園児体験授業として、縄文土器作り体
験が行われました。
　これは、地域の遺跡から分かった縄文時代の暮らしを学
ぶとともに、実際に土器を作ることで先人の知恵を知り、ふ
るさとの歴史に興味を持ってもらおうと行われました。
　この日は、文化振興課の職員が縄文時代の暮らしや土器
の作り方の説明を行った後、園児らは粘土を成形し、縄など
で土器に模様をつけました。土器は乾燥させた後、職員が野
焼きし、園児へと手渡されます。


